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市議会だより市議会だより
きたかみきたかみ

第１２５号
令和４年４月 22 日

100年を経過し、 次の100年に向けたスタートとなる展勝地

令和４年度予算を可決令和４年度予算を可決
「あじさい都市具現化予算」の内容は？ 「あじさい都市具現化予算」の内容は？ ｐｐ.２.２

　北上市立東桜小学校を設置する   

　北上市立学校条例の一部を改正　--ｐ.４

　国民のいのちと健康を守るための

　意見書を賛成多数で可決　--------ｐ.５

　代　表　質　問　----------------ｐ.７

　一　般　質　問　----------------ｐ.９

　議会の新たな体制スタート　------ｐ.12、13

YouTube

「３月通常会議」

議会だよりをスマートフォンや

タブレット端末からご覧いただけます

「マチイロ」
ホームページ

　無料アプリ「マチイロ」で

きたかみ市議会だよりを配信

しています。

　なお、ご利用にはアプリの

ダウンロードが必要です。
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令和４年度予算を可決
「あじさい都市具現化予算」の内容は？

　３月通常会議では、議長を除く25人の議員で構成する予算特別委員会を組織し、令和４年

度予算を審査しました。「あじさい都市具現化予算」と位置付け、子育てしやすい環境を拡

充する「こども未来投資枠３億円」の強化など、あじさい都市が目指す持続可能なまちづく

りのための事業を中心に、令和２年度に次ぐ規模となっています。

下水道事業会計

特別会計

一般会計

特別会計名 歳入歳出 特別会計名 歳入歳出

国民健康保険 72億300万円 駐車場事業 9,021万円

後期高齢者医療 16億3,300万円 宅地造成事業 １億400万円

介護保険 83億7,600万円 電気事業 １億6,500万円

工業団地事業 14億4,900万円 合計 190億2,021万円

歳入 歳出

予算総額　428億円（前年度当初予算より18億3,000万円増）

広報キクコの 　　　 議会解説

前年度より約27億4,908万円増↑
＜主な税目＞
個人市民税　　　9,244万円増↑
法人市民税　３億4,477万円増↑
固定資産税　21億9,927万円増↑

東部地区統合小学校建設事業　
　　　　　　　 １億9,404万円

高齢者公共交通利用促進事業
　　　　　　　　　 8,000万円

項目 収入 支出

収益的収支 29 億 8,087 万円 29 億 222 万円

資本的収支 30 億 1,044 万円 40 億 5,275 万円

※表示単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

第２７４回

３月
通常会議
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市税 38.0％

（市民の皆さんや市内の
事業所が納める税金）

162億8,454万円

国・県支出金 23.2％
（国や県が必要だと認めた

事業に配分されたお金）

99億2,182万円

地方交付税 10.6％
（国から配分されたお金）

45億2,100万円

市債 8.6％　（借金）　37億円

その他 19.6％
83億7,264万円

民生費 32.5％
（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

139億1,086万円

教育費 13.8％
（学校の整備、運営）

58億9,590万円

土木費 12.5％
（道路や公園の整備）

53億6,726万円

総務費 11.5％
（地域づくりの支援など）

49億3,719万円
衛生費 6.1％　（ごみ処理など）

26億2,109万円

公債費 8.6％　（借金の返済）
36億6,979万円

その他 15.0％
63億9,791万円

　　　　　　当初予算案は内容・分野が多岐

にわたるため、予算特別委員会分科会におい

て常任委員会の所管事業ごとに丁寧に審査し

ます。（３ページ参照）

チプ

国民健康保険特別会計は、

被保険者の減少などにより

前年度比２億1,397万円の

減、工業団地事業特別会計

は工業団地整備を進めるこ

とにより６億4,379万円の

増となりました。

拠点間交通の路線を走っている「おに丸号」
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　３月７日～ 10 日に行われた予算特別委員会分科会で審査した中から、令和４年度の注目事業をご紹介します。

令和４年度の注目　　事業は？

行政手続オンライン化事業

　国が運営する電子申請システム

（マイナポータル）と、庁内の業

務システムを接続し、市民が行政

手続きを行う場合、オンラインで

申請できる仕組みを構築するも

の。令和４年度は子育て、介護な

ど27の手続きを予定している。

総合防災推進事業

　リアルタイムで災害現場を確認

しながら、対応策を協議できる映

像伝送システムを新規に導入する

もの。

地域学校協働本部設置事業

　多様な学びや体験を継続的に行

う地域学校協働活動を通じて、子

どもたちの生きる力や地域の魅力

づくり、人材育成を推進するも

の。令和２年度からのモデル地区

での実施を踏まえ、令和４年度は

全学校区にコーディネーターを配

置し、本格的に事業を推進する。

第１分科会
＊
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
…
専
用
車
両
に
看
護
師
が
乗
車
し
、
車
両
に
装
備
す
る
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
り
、
医
師
が
遠
隔
地

か
ら
患
者
を
診
察
。
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
看
護
師
が
患
者
の
検
査
や
可
能
な
処
置
を
行
う
。

モバイルクリニック（＊）推進事

業

　長野県伊
い な

那市の取り組みをベー

スに、実施する場合の課題の整

理・必要なサービスなどについ

て、医療関係者を交えた検討や、

運行車両の仕様・運用方法など実

証実験に向けたプランニングや調

整を事業者へ委託するもの。

Ｑ　�委託先は。

Ａ　�手続きはこれからだが、伊那

市と同様の事業者を想定。

介護予防・生活支援サービス事業

のうち『短期集中予防サービス』

　フレイル（加齢に伴う虚弱）予

防に取り組む人を増やすため、運

動・栄養・社会参加を組み合わせ

たプログラムを、３カ月程度集中

的に実施するもの。日常生活動作

で機能改善を要する人の心身機能

を回復し、地域で生きがいを持っ

て暮らし続けられる支援を行う。

第２分科会
展勝地ビジョン2121推進事業

　市民参加のワークショップを開

催するなどし、展勝地の今後1 0 0

年の在り方についての基本計画を

策定するもの。

コロナ禍米価下落緊急対策事業

　米価下落により影響を受けた農

業者の借り入れに対して３年間の

利子補給を行うもの。

Ｑ　利用者の借り入れ状況は。

Ａ　�現時点では約800万円。その

他、申し込み・相談中は14人

ほどで約600万円である。

道路除排雪事業

　直近５年間の平均額から１億円

増額。（４億5,000万円）

Ｑ　�置き雪への対応は。

Ａ　�置き雪除去は、おのおのご協

力いただきたいことを広報で

お願いしている。雪の状態に

よっては、業者に除去を指示

することもある。

第３分科会

　３月25日に行われた本会議において、予算特別委員長からの審査報告の後、３人の議員が賛成・

反対の賛同を求めて討論を行いました。採決の結果、一般会計、後期高齢者医療特別会計、駐車場

事業特別会計の３件の予算案を賛成多数で、他６件の予算案を全会一致で可決しました。

一般会計予算、７つの特別会計予

算など全ての予算に賛成

髙橋　洋　議員

　持続可能なまちづくり推進プロ

ジェクト実行の視点で編成され、

あじさい都市具現化予算と位置付

けて新総合計画・市長マニフェス

ト実現に向けた事業を中心に各種

施策の推進が図られている。

一般会計予算、駐車場事業特別会

計予算に反対

高橋　孝二　議員

　固定資産税誤賦課への対応が不

誠実。確実に還付する意思を示す

ため当初予算に還付金など経費計

上すべき。駐車場事業特別会計予

算は不合理な指定管理制度ではな

く直轄管理し支出削減すべき。

一般会計予算、後期高齢者医療特

別会計予算に反対

鈴木　健二郎　議員

　子どもの医療費無償化が就学前

にとどまり、バス交通の利用促進

も不十分。無医療地域への診療所

設置と地域づくり組織への支援を

強化すべき。後期高齢者医療保険

料と窓口負担の増額予算である。

採決の結果は？

賛成討論 反対討論
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補正
予算

大
雪
に
よ
る
除
排

雪
費
用
を
増
額

条例

令
和
５
年
４
月
開
校
の
北
上
市
立
東
桜
小
学
校
を
設
置

す
る
北
上
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正

議
案
第
85
号　

北
上
市
立
学
校
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

立
花
小
学
校
・
黒
岩
小
学
校
・

口
内
小
学
校
・
照
岡
小
学
校
を
統

合
し
、
北
上
市
立
東と

う
お
う桜

小
学
校
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
施
行

日
は
令
和
５
年
４
月
１
日
。

北
上
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
お
よ
び

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

に
統
合
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

統
合
さ
れ
る
法
律
を
引
用
し
て
い

る
条
項
な
ど
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
賛
成
討
論
】

居
駒　

勉　

議
員

　

行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
な

ど
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
が
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
個
人
情
報
の
定
義
を

令
和
３
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
17
号
）
（
第
18
号
）

道
路
除
排
雪
事
業

（
２
億
７
４
９
４
万
円
増
）

　

除
雪
委
託
料
の
増
額
。

み
ち
づ
く
り
支
援
事
業
費
補
助
金

（
１
２
２
万
４
０
０
０
円
減
）

Ｑ　

�

４
地
区
で
実
施
し
た
が
、
残

金
は
繰
り
越
し
で
き
る
の
か
。

Ａ　

�

各
地
区
の
事
業
費
に
対
し
て

補
助
す
る
も
の
で
、
繰
り
越

し
で
き
な
い
。

消
防
団
員
免
許
取
得
等
支
援
事
業

（
50
万
５
０
０
０
円
減
）

Ｑ　

�

令
和
３
年
度
の
実
績
は
。

Ａ　

�

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
取

得
が
１
人
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
車
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
へ

の
変
更
が
１
人
で
あ
っ
た
。

小
学
校
遠
距
離
通
学
支
援
事
業

（
９
５
０
万
円
減
）

Ｑ　

�

減
額
の
理
由
は
。

Ａ　

�

和
賀
西
、
笠
松
小
学
校
分
の

契
約
単
価
が
下
が
っ
た
他
、

大
雪
や
ク
マ
の
出
没
な
ど
へ

の
備
え
を
し
て
い
た
が
、
支

出
が
少
な
か
っ
た
。

国
・
地
方
・
民
間
で
統
一
す
る
も

の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
市
の
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
り
賛
成
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

鈴
木　

健
二
郎　

議
員

　

国
が
個
人
情
報
を
統
一
し
、
一

括
管
理
す
る
こ
と
で
、
個
人
情
報

を
管
理
・
監
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
活
用
す
る
も
の
で
あ
り
反
対
で

あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
上
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
行
政
の
推
進
条
例

　

市
の
機
関
に
係
る
申
請
、
届
出

そ
の
他
の
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
で
行
う
こ
と
を
推
進
す
る
も

の
。

Ｑ　

�

条
例
第
９
条
の
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
き
か
ら
除
外
さ
れ
る
も

の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　

�

例
え
ば
添
付
書
類
と
し
て
医

師
の
診
断
書
が
必
要
な
申
請

な
ど
、
対
面
に
よ
り
原
本
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

は
除
外
さ
れ
る
。

北
上
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

家
庭
や
事
業
所
の
、
し
尿
や
汚

水
を
一
カ
所
に
集
め
下
水
道
本
管

に
流
し
込
む
た
め
の
公
共
ま
す
を

新
た
に
設
置
す
る
場
合
の
取
り
扱

い
が
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と
下

水
道
事
業
に
お
い
て
異
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
許
可
に
つ
い
て
整
合

性
を
図
る
た
め
に
定
め
る
も
の
。

北
上
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

北
上
市
債
権
管
理
条
例
の
制
定

に
伴
い
、
督
促
や
遅
延
損
害
金
な

ど
に
係
る
規
定
を
整
理
す
る
も
の
。

ま
た
、
解
体
を
進
め
て
い
る
市
営

塚
腰
住
宅
に
つ
い
て
、
全
入
居
者

の
移
転
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
廃

止
す
る
も
の
。

議
案
第
84
号　

北
上
市
立
学
校
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

改
築
・
移
転
に
伴
い
笠
松
小
学

校
の
位
置
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
施
行
日
は
令
和
４
年
４
月

１
日
。

北
上
市
子
ど
も
等
福
祉
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
係
る
医
療

費
の
所
得
制
限
を
な
く
し
、
自
己

負
担
額
を
な
く
す
も
の
。

北
上
市
保
健
・
子
育
て
支
援
複
合

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

北
上
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
土
曜
日
も
開
館
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
屋
内
遊
び
場
は
、
日
曜

日
と
祝
日
の
み
、
小
学
２
年
生
ま

で
利
用
可
能
と
す
る
。

hoKko（ほっこ）内にある北上市地域子育て
支援センター。４月から土曜日も開館してい
ます。
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請願

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
関
す
る

請
願
２
件
を
趣
旨
採
択
し
、
２
件
の
趣
旨
を
含
ん
だ

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

請
願
第
６
号　

令
和
４
年
度
の
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
関
す
る
請
願
書

請
願
第
８
号　

「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
の
見
直
し
の
中

止
を
求
め
る
請
願

　

請
願
第
６
号
は
、
「
運
用
に
は

丁
寧
な
説
明
と
現
場
の
課
題
を
踏

ま
え
て
進
め
る
こ
と
、
水
田
を
畑

利
用
し
た
場
合
で
も
所
得
が
減
少

し
な
い
よ
う
な
新
た
な
支
援
の
創

設
、
営
農
計
画
を
検
討
す
る
期
間

を
設
け
る
こ
と
」
を
求
め
る
内
容
。

委
員
会
審
査
で
は
「
国
の
見
直
し

を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
補

完
す
る
措
置
を
望
む
も
の
か
。
も

う
少
し
強
い
姿
勢
を
示
す
べ
き
で

は
」
と
い
う
委
員
の
質
疑
に
対
し
、

請
願
者
か
ら
は
「
国
が
現
場
確
認

に
来
る
の
で
、
５
年
に
一
度
の
水

張
り
は
絶
対
無
理
だ
と
分
か
っ
て

も
ら
う
。
根
底
に
は
見
直
し
の
撤

回
も
あ
る
が
、
よ
り
早
く
良
い
結

果
に
な
る
よ
う
な
内
容
と
し
た
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
８
号
は
、
「
交

付
金
の
見
直
し
を
実
施
し
な
い
よ

う
」
求
め
る
内
容
。
請
願
者
か
ら

は
「
長
年
、
減
反
に
協
力
し
て
き

た
農
家
を
交
付
金
の
対
象
か
ら
排

除
す
る
こ
と
は
到
底
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市
か
ら
は
「
今
回
の
交
付
金
見
直

し
は
５
つ
の
事
業
が
あ
り
、
ど
ち

ら
の
請
願
も
そ
の
中
の
『
戦
略
作

物
助
成
事
業
』
に
対
す
る
も
の
。

見
直
し
に
は
農
家
に
と
っ
て
無
理

が
あ
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

新
た
な
支
援
策
も
あ
り
、
見
直
し

を
全
く
し
な
い
こ
と
は
考
え
に
く

い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
請
願
第
６
号
は
全

会
一
致
、
請
願
第
８
号
は
賛
成
多

数
で
そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
戦

略
作
物
助
成
事
業
を
、
生
産
現
場

の
実
情
を
把
握
し
、
生
産
者
が
対

応
可
能
な
要
件
と
す
る
よ
う
求
め

る
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
」

の
発
議
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

意見書

国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め

の
意
見
書
を
賛
成

多
数
で
可
決

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
を
実
現
し
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
意
見
書

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
提
供
体
制

の
十
分
な
確
保
と
公
衆
衛
生
行
政

の
体
制
拡
充
を
求
め
る
た
め
、
政

府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
も
の
。

【
賛
成
討
論
】

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

医
師
・
看
護
師
数
が
海
外
と
比

較
し
少
な
い
。
介
護
職
員
の
離
職

率
が
高
く
処
遇
改
善
が
急
務
。
コ

ロ
ナ
禍
で
公
立
・
公
的
病
院
の
再

編
統
合
、
病
床
削
減
は
す
べ
き
で

は
な
い
。
保
健
所
な
ど
公
衆
衛
生

行
政
の
体
制
を
拡
充
す
べ
き
。

【
反
対
討
論
】小

原　

享
子　

議
員

　

22
年
度
政
府
予
算
に
看
護
・
介

護
・
保
育
分
野
の
賃
上
げ
の
施
策

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
医
療
計

画
で
は
、
感
染
症
ま
ん
延
時
の
医

療
の
確
保
が
追
加
、
検
討
さ
れ
る
。

危
機
管
理
体
制
の
整
備
こ
そ
大
事
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
支
援
制
度
の
創
設
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

に
つ
い
て
、
公
的
支
援
制
度
創
設

を
求
め
る
も
の
。

【
賛
成
討
論
】

安
德　

壽
美
子　

議
員

　

75
歳
以
上
の
７
割
が
加
齢
性
難

聴
と
い
わ
れ
、
補
聴
器
は
認
知
症
、

う
つ
発
症
予
防
効
果
が
あ
る
。
請

願
を
採
択
し
意
見
書
提
出
す
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
趣

旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
を
実
現
し
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
請
願
の
う
ち
第

３
項
（
＊
）

　

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
に
関
わ

る
国
庫
負
担
の
増
額
、
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
２
割
の
中
止
な
ど
国

民
負
担
軽
減
を
求
め
る
請
願
。

【
賛
成
討
論
】

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

国
の
責
任
で
国
民
の
医
療
を
支

え
る
税
制
度
を
構
築
す
べ
き
。
公

的
責
任
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
の
拡
充
こ
そ
必
要
。

【
反
対
討
論
】熊

谷　

浩
紀　

議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援
金

を
拠
出
す
る
現
役
世
代
の
負
担
増

が
背
景
。
影
響
が
大
き
い
外
来
患

者
へ
の
激
変
緩
和
措
置
も
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

陳情

国
立
病
院
の
機
能
強

化
を
求
め
る
陳
情
書

は
不
採
択

国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る

陳
情
書

　

感
染
症
や
大
規
模
災
害
か
ら
国

民
の
命
を
守
る
た
め
、
機
器
の
整

備
や
人
員
増
加
な
ど
、
機
能
強
化

や
財
源
確
保
を
国
に
求
め
る
も
の
。

【
賛
成
討
論
】

鈴
木　

健
二
郎　

議
員

　

必
要
な
人
員
が
そ
ろ
わ
ず
、
医

療
機
器
が
欠
乏
し
、
命
が
救
え
な

い
状
況
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

【
反
対
討
論
】小

原　

享
子　

議
員

　

地
域
に
お
け
る
感
染
症
の
診
療

ま
で
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
看
護

師
不
足
へ
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

＊
同
請
願
の
第
１
項
・
第
２
項
は
、
先
に
同
趣
旨
の
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を

実
現
し
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
」
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
採
択
さ
れ
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
。
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第２７２回

１月
臨時会議

令
和
３
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
15
号
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

（
８
億
７
８
４
１
万
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
た
人
に
対

し
、
生
活
・
暮
ら
し
へ
の
支
援
を

行
う
た
め
、
住
民
税
均
等
割
非
課

税
世
帯
な
ど
に
対
し
、
１
世
帯
当

た
り
10
万
円
の
現
金
を
給
付
す
る
。

主
食
用
米
作
付
転
換
支
援
事
業

（
１
６
０
０
万
円
）

　

主
食
用
米
か
ら
加
工
用
米
・
新

市
場
開
拓
用
米
・
園
芸
作
物
（
野

菜
）
へ
転
換
し
た
場
合
、
10
ア
ー

ル
あ
た
り
２
万
円
を
支
援
す
る
も

の
。
３
年
間
の
継
続
支
援
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
作
付
転

換
に
取
り
組
め
る
。
対
象
面
積
は

年
80‌

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目
標
と
し
て

い
る
。

YouTube

「１月臨時会議」

第２７３回

２月
臨時会議

相
去
町
中
成
沢
地
内
に
産
業
廃
棄

物
発
電
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
書

　

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
２
月

18
日
に
岩
手
県
へ
送
付
。

令
和
３
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
16
号
）

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
（
６
４
５
３
万
３
０
０
０
円
）

　

保
育
士
な
ど
の
処
遇
改
善
に
要

す
る
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の
計

上
。

Ｑ　

�

保
育
士
等
と
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
が
対
象
か
。

Ａ　

�

保
育
士
だ
け
に
限
ら
ず
、
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
学

童
保
育
所
な
ど
の
施
設
で
働

い
て
い
る
人
も
対
象
で
あ
る
。

YouTube

「２月臨時会議」

第 274 回３月通常会議

議決結果

賛否の分かれたもの

（賛成〇反対●）

賛否 新清会 北政会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

司
東　

道
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之　

藤
本　

金
樹

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

髙
橋　
　

洋

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

武
田　
　

勝

小
原　

敏
道

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

北上市個人情報保護条
例の一部を改正する条
例

21 ４ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ●

令和４年度北上市一般
会計予算

19 ６ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

令和４年度北上市後期
高齢者医療特別会計予
算

22 ３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

令和４年度北上市駐車
場事業特別会計予算

22 ３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

安全・安心の医療・介
護・福祉を実現し国民
のいのちと健康を守る
ための意見書

19 ６ ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

加齢性難聴者の
補聴器購入に対
する公的支援制
度の創設を求め
る意見書提出に
ついての請願

趣旨
採択
する
べき

15 10 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ●

安全・安心の医
療・介護・福祉
を実現し国民の
いのちと健康を
守るための請願

第
３
項

16 ９ ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

国立病院の機能強化を
求める陳情書

11 14 ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
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その他所属議員

藤
ふ じ た

田 民
た み お

生 議員

太
お お た

田 洋
よういち

市 議員

佐
さ と う

藤 惠
け い こ

子 議員

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

代表質問者

高
たかはし

橋 晃
あきひろ

大 議員

農
業
の
担
い
手
確
保
と
、
耕

作
放
棄
地
の
対
策
は

Ｑ　

�

新
規
就
農
者
や
農
家
の

働
き
手
を
増
や
す
取
り

組
み
は
。

Ａ　

�

国
の
新
規
就
農
者
育
成

総
合
対
策
の
活
用
、
市

独
自
の
親
元
就
農
支
援

事
業
に
よ
り
、
新
規
就

農
者
な
ど
へ
支
援
を
行

う
。
国
の
「
農
の
雇
用

事
業
」
や
農
家
の
労
働

力
確
保
対
策
と
し
て
、

花
巻
農
協
が
始
め
た
無

料
職
業
紹
介
所
「
ア
グ

リ
ワ
ー
ク
」
の
周
知
を

図
り
、
労
働
力
の
確
保

に
努
め
る
。

Ｑ　

�

離
農
や
後
継
者
不
足
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
対

処
法
は
。

Ａ　

�

農
地
中
間
管
理
機
構
を

活
用
し
、
中
心
経
営
体

な
ど
に
農
地
の
集
積
・

北政会

その他所属議員

居
い こ ま

駒 勉
つとむ

 議員

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

司
し と う

東 道
み ち お

雄 議員

藤
ふじもと

本 金
きんじゅ

樹 議員

YouTube▷

代表質問者

菊
き く ち

池 勝
まさる

 議員

新清会

関連質問者

昆
こ ん の

野 将
まさゆき

之 議員

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は

Ｑ　

�

前
年
度
と
の
財
政
見
通

し
の
違
い
と
今
後
の
財

政
状
況
は
。

Ａ　

�

本
年
度
の
財
政
見
通
し

は
前
年
度
と
比
較
し
市

税
が
増
額
に
な
っ
て
い

る
他
、
市
債
管
理
基
金

の
残
高
が
確
保
さ
れ
る

な
ど
一
定
程
度
好
転
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
市

税
の
増
収
要
因
と
し
て

は
償
却
資
産
の
増
が
大

き
な
割
合
と
な
っ
て
い

る
他
、
こ
こ
数
年
は
依

然
と
し
て
歳
出
超
過
の

状
態
が
続
く
。
予
算
編

成
に
お
い
て
基
金
取
り

崩
し
が
続
く
見
込
み
で

あ
り
、
基
金
残
高
を
意

識
し
た
慎
重
な
財
政
運

営
が
必
要
。

集
約
を
進
め
る
。

除
排
雪
対
策
の
支
援
体
制
は

Ｑ　

�

地
域
づ
く
り
組
織
の
除

排
雪
活
動
に
係
る
市
の

支
援
体
制
の
拡
充
は
。

Ａ　

�

１
月
よ
り
和
賀
地
区
で

実
施
し
て
い
る
北
上
市

地
域
協
働
雪
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
終
了

後
に
検
証
を
行
う
。

保
健
所
の
必
要
性
は

Ｑ　

�

保
健
所
を
北
上
市
に
再

設
置
要
望
す
る
考
え
は
。

Ａ　

�

当
市
の
特
有
の
状
況
と

し
て
飲
食
店
数
が
特
に

多
い
。
食
品
衛
生
法
に

基
づ
く
申
請
許
可
を
受

け
る
際
に
直
接
指
導
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
庁
内
で
議
論

し
必
要
が
あ
れ
ば
県
に

対
し
て
要
望
し
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は

Ｑ　

�

登
下
校
時
の
安
全
対
策

の
取
り
組
み
実
施
状
況

は
。

Ａ　

�

交
通
事
情
の
変
化
、
道

路
の
状
況
、
見
通
し
な

ど
の
危
険
箇
所
を
確
認

す
る
通
学
路
の
点
検
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

７
月
に
開
催
し
た
交
通

安
全
施
設
改
善
検
討
部

会
に
お
い
て
、
横
断
歩

道
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の

対
策
や
、
見
守
り
体
制

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の

対
応
を
検
討
し
対
策
箇

所
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
で
は
通
学

路
の
安
全
整
備
事
業
と

し
て
市
内
４
カ
所
を
選

定
し
、
区
画
線
の
表
示
、

カ
ラ
ー
舗
装
お
よ
び
標

識
の
設
置
な
ど
の
通
学

路
の
改
修
を
行
っ
た
。

YouTube▷

代表質問

除
排
雪
車
両
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
導
入
と
は

Ｑ　

�
内
容
と
運
用
時
期
は
。

Ａ　

�

除
雪
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭

載
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
作
業
状
況
を
確
認
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
。
令
和
４
年
12
月

本
格
運
用
を
目
指
す
。

新
た
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

市
の
広
報
と
は

Ｑ　

�

内
容
と
導
入
時
期
は
。

Ａ　

�

全
て
の
世
代
で
利
用
率

が
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
、
手
軽
に
速
く
市

か
ら
の
情
報
発
信
や
市

へ
の
情
報
提
供
が
で
き

る
よ
う
令
和
４
年
７
月

ご
ろ
に
導
入
し
た
い
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
教
育
行
政
施
策
よ
り

Ｑ　

�

コ
ロ
ナ
に
よ
る
今
後
の

対
応
が
見
ら
れ
な
い
が
。

Ａ　

�

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
教
育

活
動
に
戻
す
こ
と
が
第

一
。
ま
た
、
教
職
員
の

コ
ロ
ナ
対
応
の
現
状
か

ら
、
県
教
育
委
員
会
に

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
を
要
望

す
る
。

新
た
に
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
配
送
校
へ
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
の
提
供
開
始
す
る
が

Ｑ　

�

そ
の
対
応
と
は
。

Ａ　

�

来
年
度
か
ら
西
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
管
内
の

小
中
学
校
に
、
調
理
能

力
に
余
裕
の
あ
る
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

調
理
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
を
直
接
配
送
す

る
。
市
内
全
域
で
学
校

給
食
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
を
図
る
。



その他所属議員

小
こ だ し ま

田島 德
とくゆき

幸 議員

武
た け だ

田 勝
まさる

 議員

小
お ば ら

原 敏
としみち

道 議員

YouTube▷

きたかみ市議会だより　第 125 号（令和４年４月 22 日）　　8

代表質問者

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議員

北上まほろば
クラブ

関連質問者

三
み や け

宅 靖
やすし

 議員

関連質問者

平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 議員

緊
急
経
済
対
策
は

Ｑ　

�

体
力
の
乏
し
い
中
小
事

業
者
の
支
援
に
最
善
を

尽
く
す
べ
き
。
売
り
上

げ
回
復
に
つ
な
が
る
支

援
の
展
開
と
は
。

Ａ　

�

影
響
が
甚
大
で
あ
る
飲

食
業
、
観
光
業
、
小
売

業
な
ど
の
支
援
策
と
し

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
推
進
事
業
な
ど
国

・
県
の
動
向
を
注
視
し

実
施
し
て
い
く
。

持
続
的
な
市
民
支
援
の
た
め

の
Ｄ
Ｘ
（
＊
）
を

Ｑ　
�

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

（
新
し
い
日
常
）
の
市

民
生
活
と
Ｄ
Ｘ
の
関
わ

り
は
。

Ａ　

�

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

が
当
た
り
前
の
社
会
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

全
て
の
市
民
が
デ
ジ
タ

ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
高
齢
者
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
策

な
ど
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

農
家
の
収
益
確
保
を

Ｑ　

�

米
価
低
迷
の
中
、
対
策

は
主
食
用
米
か
ら
の
作

付
転
換
支
援
だ
け
か
。

Ａ　

�

市
の
作
付
け
転
換
支
援

以
外
は
国
の
交
付
金
な

ど
で
支
援
し
て
い
る
。

市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康

の
実
現
を

Ｑ　

�

健
康
福
祉
ポ
イ
ン
ト
ア

プ
リ
の
登
録
や
使
い
方

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
は
。

Ａ　

�

高
齢
者
で
も
分
か
り
や

す
い
専
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
を

Ｑ　

�

建
築
物
最
適
化
計
画
に

含
ま
れ
な
い
放
置
さ
れ

て
い
る
老
朽
化
し
た
施

設
の
早
急
な
対
応
を
。

Ａ　

�

毎
年
の
実
施
計
画
ロ
ー

リ
ン
グ
で
再
検
討
し
て

い
る
。
令
和
４
年
度
は

飯
豊
小
学
校
の
特
別
教

室
棟
改
築
に
着
手
す
る
。

不
登
校
生
徒
へ
の
理
解
に
よ

る
支
援
を

Ｑ　

�

多
様
な
学
び
の
機
会
や

居
場
所
の
確
保
が
必
要

で
は
。
多
様
な
学
び
を

推
進
す
る
考
え
は
。

Ａ　

�

学
び
の
場
の
一
つ
と
し

て
「
学
び
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
な
い
ろ
」

を
開
所
し
た
。
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
づ
く

り
を
進
め
、
将
来
の
自

立
を
促
し
て
い
く
。

YouTube▷

＊
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
…
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
生
活

を
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
と
い
う
仮
説
。

代表質問者

阿
あ べ

部 眞
ま き お

希男 議員

北新ネット

関連質問者

髙
たかはし

橋 洋
ひろし

 議員

市
長
市
政
方
針
は

Ｑ　

�

地
域
拠
点
整
備
の
優
先

順
位
は
。

Ａ　

�

優
先
順
位
は
付
け
ず
、

拠
点
形
成
へ
の
機
運
が

盛
り
上
が
っ
た
地
区
か

ら
順
次
、
市
が
参
画
し

協
議
を
重
ね
、
支
援
体

制
を
構
築
す
る
。

Ｑ　

�

地
域
づ
く
り
の
担
い
手

育
成
に
「
ま
つ
り
」
の

活
用
を
。

Ａ　

�

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り

上
げ
は
担
い
手
育
成
に

も
有
効
で
あ
り
、
支
援

の
仕
方
を
協
働
で
見
い

だ
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

�

都
市
拠
点
の
歩
道
整
備

な
ど
の
進
め
方
は
。

Ａ　

�

歩
き
や
す
い
・
歩
き
た

く
な
る
歩
道
づ
く
り
、

安
心
な
自
転
車
通
行
帯
、

電
線
地
中
化
を
検
討
す

る
。

Ｑ　

�

道
路
計
画
の
見
直
し
は
。

Ａ　
�

未
着
手
の
都
市
計
画
道

路
は
、
経
済
情
勢
な
ど

を
踏
ま
え
必
要
性
の
再

検
証
を
行
い
、
存
続
・

変
更
・
廃
止
の
見
直
し

を
行
う
。

Ｑ　

�

新
た
な
工
業
団
地
整
備

は
。

Ａ　

�

企
業
の
投
資
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
ぬ
よ
う
、
イ
ン

フ
ラ
、
環
境
、
適
地
の

選
定
に
着
手
す
る
。

Ｑ　

�

マ
ザ
ー
型
起
業
誘
致
は
。

Ａ　

�

新
た
な
産
業
業
務
団
地

整
備
と
、
高
等
教
育
機

関
と
連
携
し
た
人
材
育

成
、
環
境
づ
く
り
を
行

い
、
本
社
機
能
移
転
の

税
制
優
遇
措
置
な
ど
で

誘
致
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ　

�

健
康
福
祉
ポ
イ
ン
ト
事

業
、
健
康
寿
命
延
伸
の

施
策
の
課
題
は
。

Ａ　

�

こ
の
事
業
に
よ
り
市
民

の
健
康
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
が
課
題
。
関

心
が
高
ま
る
こ
と
で
健

康
長
寿
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ　

�

展
勝
地
の
次
の
１
０
０

年
へ
の
方
針
は
。

Ａ　

�

展

勝

地

ビ

ジ

ョ

ン

２
１
２
１
推
進
事
業
に

よ
り
、
市
民
の
意
見
を

集
め
、
将
来
的
な
管
理

運
営
方
針
を
決
め
る
。

Ｑ　

�

不
登
校
児
童
生
徒
の
学

ぶ
権
利
の
確
保
、
い
じ

め
の
発
見
と
相
談
体
制

は
。

Ａ　

�

別
室
登
校
や
家
庭
訪
問

に
よ
り
学
習
課
題
を
配

布
し
、
仕
上
げ
た
学
習

課
題
を
評
価
し
て
学
ぶ

機
会
を
確
保
し
て
い
る
。

い
じ
め
に
つ
い
て
は
早

期
発
見
と
組
織
的
な
対

応
に
取
り
組
む
。

代表質問



その他所属議員

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員
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YouTube▷

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

北
上
駅
西
口
～
新
穀
町
商
店

街
整
備
は

Ｑ　

�

駅
前
の
再
開
発
ビ
ル
、

駅
前
広
場
の
今
後
の
見

通
し
は
。

Ａ　

�

再
開
発
ビ
ル
の
老
朽
化

対
応
や
駅
前
広
場
の
景

観
整
備
を
令
和
４
年
度

市
中
心
部
再
整
備
、

ど
う
変
わ
る
？

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

現
在
の
再
開
発
ビ
ル
に

つ
い
て
課
題
は
。

Ａ　

�

経
営
面
で
は
十
分
な
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
金
融
機
関
な
ど

へ
の
多
額
の
債
務
が
課

題
。
施
設
面
で
は
建
設

か
ら
約
35
年
経
過
し
老

朽
化
が
著
し
く
、
施
設

の
更
新
や
修
繕
が
課
題
。

「
広
報
き
た
か
み
」
の
発
行

日
と
情
報
量
は

Ｑ　

�

第
４
金
曜
日
発
行
で
は
、

月
に
よ
っ
て
翌
月
の
２

日
～
５
日
ご
ろ
の
配
布

に
な
り
情
報
が
遅
れ
て

し
ま
う
が
見
直
し
は
。

Ａ　

�

一
部
開
催
日
な
ど
が
経

過
し
た
情
報
の
掲
載
が

あ
り
、
今
後
発
行
日
の

見
直
し
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

�

情
報
量
が
減
っ
て
い
る

の
で
は
。

Ａ　

�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
掲
載

す
る
行
事
な
ど
が
変
動

し
て
い
る
。

YouTube▷

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

誤
賦
課
に
伴
う
平
成
28
年
度

以
前
の
還
付
事
務
の
進

し
ん
ち
ょ
く

捗
状

況
は

Ｑ　

�

令
和
４
年
度
に
行
う
還

付
事
務
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

�

令
和
４
年
度
以
降
に
還

付
す
る
分
の
事
務
作
業

は
、
平
成
24
年
度
分

市
長
は
公
務
員
で

あ
る
責
任
を
と
れ

か
ら
平
成
28
年
度
分

ま
で
の
対
象
家
屋
約

４
万
４
０
０
０
件
に
係

る
再
計
算
後
の
評
価
額

入
力
は
既
に
２
月
下
旬

に
開
始
、
６
月
に
完
了

す
る
見
込
み
。

損
害
を
与
え
た
公
務
員
に
損

害
賠
償
請
求
を

Ｑ　

�

国
家
賠
償
法
で
は
『
公

務
員
に
故
意
又
は
重
大

な
過
失
が
あ
っ
た
と
き

は
、
国
又
は
公
共
団
体

は
、
そ
の
公
務
員
に
対

し
て
求
償
権
を
有
す

る
』
と
あ
る
。
誤
賦
課

に
よ
っ
て
納
税
者
に
損

害
を
与
え
た
の
だ
か
ら
、

市
長
と
し
て
求
償
権
を

行
使
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

現
在
の
と
こ
ろ
、
今
般

の
不
適
合
是
正
措
置
に

は
大
き
な
過
失
が
見
当

た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

求
償
権
は
発
生
し
て
い

な
い
と
捉
え
て
い
る
。

代表質問者

鈴
す ず き

木 健
けんじろう

二郎 議員

日本共産党
北上市議団

市
町
村
合
併
30
年
の
検
証
は

Ｑ　

�

三
市
町
村
将
来
構
想
の

地
域
生
活
な
ど
に
関
す

る
検
証
は
。

Ａ　

�

合
併
当
時
の
検
討
で
は

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
な
ど
の
新
た
な
課

題
が
顕
在
化
し
、
合
併

以
降
は
そ
れ
ら
の
対
応

に
ま
い
進
す
る
行
財
政

運
営
だ
っ
た
と
総
括
し

て
い
る
。

国
の
地
方
財
政
の
特
徴
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か

Ｑ　

�

国
の
地
方
財
政
の
特
徴

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

�

国
の
地
方
財
政
計
画
は
、

一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
前
年
度
を
上
回
る
水

準
で
確
保
す
る
他
、
臨

時
財
政
対
策
債
を
大
幅

に
抑
制
す
る
も
の
と
し

YouTube▷

一
般

問
質

て
い
る
。

新
年
度
の
各
施
策
は

Ｑ　

�

子
ど
も
の
医
療
費
の
完

全
無
償
化
を
未
就
学
児

に
限
定
し
た
理
由
は
。

Ａ　

�

医
療
費
を
無
料
化
す
る

こ
と
に
よ
り
育
児
支
援

を
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

保
育
士
の
確
保
対
策
は
。

Ａ　

�

保
育
士
等
就
職
支
援
助

成
金
な
ど
を
実
施
し
、

保
育
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

東
部
地
区
統
合
小
学
校

建
設
に
あ
た
り
、
国
の

補
助
も
あ
る
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

国
の
補
助
は
確
認
し
て

い
る
が
、
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
は
特
別
教
室
の

次
の
段
階
で
考
え
た
い
。

Ｑ　

�

学
校
の
安
全
対
策
に
子

ど
も
の
要
望
を
ど
う
取

り
上
げ
て
い
る
か
。

Ａ　

�

児
童
生
徒
の
要
望
を
直

接
聞
く
機
会
を
設
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

日
々
の
教
育
活
動
の
中

で
学
校
を
通
じ
て
届
い

た
情
報
を
確
認
し
な
が

ら
安
全
対
策
や
施
設
の

改
善
を
講
じ
て
い
く
。

区
長
制
度
廃
止
後
の
対
応
策

はＱ　

�

地
域
づ
く
り
組
織
で
は
、

労
務
管
理
や
役
員
の
な

り
手
が
い
な
い
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
。

課
題
解
決
に
向
け
た
対

応
策
は
。

Ａ　

�

区
長
制
度
廃
止
後
課
題

が
顕
在
化
し
て
い
る
が
、

地
域
と
話
し
合
い
解
決

に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

代表質問
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YouTube▷

武
た け だ

田 勝
まさる

 議員

結
婚
～
子
育
て
支
援
の
取
り

組
み
状
況
は

Ｑ　

�

い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
た
当
市
の
結
婚
支

援
の
状
況
は
。

Ａ　

�

令
和
４
年
度
に
、
ｉア

イ

‐

サ
ポ
の
入
会
手
続
き
や

ｉ-

サ
ポ
を
活
用

し
、
結
婚
支
援
を

入
会
相
談
を
行
う
「
お

で
か
け
ｉ
‐
サ
ポ
」
を

開
催
し
、
市
民
へ
の
活

用
促
進
を
行
っ
て
い
く
。

北
上
市
地
域
公
共
交
通
の
利

活
用
促
進
を

Ｑ　
�

山
口
、
煤
孫
地
区
の
後

期
高
齢
者
が
運
転
免
許

証
を
返
納
し
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

北
上
市
拠
点
間
交
通
の

立
花
岩
崎
線
の
お
に
丸

号
運
行
コ
ー
ス
を
見
直

し
、
始
発
を
「
岩
崎
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
「
ふ
る
さ
と
体
験
館

北
上
」
に
変
更
す
る
考

え
は
な
い
か
。

Ａ　

�

現
在
、
地
域
内
交
通
と

し
て
和
賀
地
区
乗
合
タ

ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
方
々
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

YouTube▷

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
に
お
け
る
営
業

と
暮
ら
し
に
安
心
の
支
援
を

Ｑ　

�

①
事
業
復
活
支
援
金
は

事
業
継
続
に
十
分
か
②

相
談
支
援
体
制
は
③
市

独
自
支
援
の
考
え
は
。

Ａ　

�

①
給
付
対
象
は
拡
大
。

コ
ロ
ナ
禍
３
年
目

見
通
せ
る
支
援
を

給
付
金
は
十
分
と
は
い

え
な
い
が
、
つ
な
ぎ
資

金
に
は
可
能
な
規
模
②

北
上
商
工
会
議
所
に
お

い
て
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

③
今
後
も
必
要
な
分
野

に
追
加
の
支
援
を
迅
速

か
つ
的
確
に
実
施
。

Ｑ　

�

住
宅
困
窮
者
へ
連
帯
保

証
人
無
し
で
も
住
め
る

住
宅
確
保
の
考
え
は
。

Ａ　

�

市
営
住
宅
は
、
や
む
を

得
な
い
事
情
が
認
め
ら

れ
る
場
合
、
連
帯
保
証

人
を
免
除
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
に
基

づ
き
住
宅
困
窮
者
へ
の

支
援
体
制
が
あ
る
。

農
業
担
い
手
確
保
は

Ｑ　

�

農
業
後
継
者
の
育
成
と

定
着
へ
の
支
援
は
。

Ａ　

�

親
元
就
農
支
援
交
付
は
、

令
和
３
年
度
は
３
人
。

チ
ー
ム
北
上
、
新
規
就

農
サ
ポ
ー
ト
連
絡
会
議

で
相
談
支
援
す
る
。

YouTube▷

居
い こ ま

駒 勉
つとむ

 議員

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
、
当
市
の
考
え
方
は

Ｑ　

�

運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
関
し
、
総
合
計
画

の
位
置
付
け
は
。

Ａ　

�

直
接
的
な
記
述
は
な
い

が
、
学
校
と
地
域
の
連

携
・
協
働
体
制
を
構
築

部
活
動
の
現
状
に

対
し
理
解
を
！

す
る
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
方
針

に
沿
っ
て
部
活
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
具
体
的
な
施
策
を

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

地
域
移
行
へ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

�

令
和
４
年
度
の
早
い
時

期
に
、
中
学
校
長
会
と

休
日
の
部
活
動
の
段
階

的
地
域
移
行
に
関
わ
る

意
見
交
換
を
行
う
た
め

準
備
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

�

地
域
で
の
受
け
皿
は
ど

の
よ
う
な
団
体
を
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
課

題
は
。

Ａ　

�

受
け
皿
と
な
り
え
る
団

体
を
調
査
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
課
題
と
し

て
は
、
受
け
皿
と
な
る

団
体
や
指
導
者
の
確
保
、

安
全
管
理
体
制
の
構
築
、

練
習
会
場
の
確
保
や
大

会
運
営
へ
の
対
応
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

YouTube▷

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を

Ｑ　
�

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
重

税
で
あ
る
。
10
億
円
以

上
あ
る
財
政
調
整
基
金

の
一
部
を
取
り
崩
し
軽

減
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

�

国
民
健
康
保
険
運
営
上
、

財
源
が
突
発
的
に
不
足

ど
ん
な
時
で
も
平

常
心
目
指
し
ま
す

す
る
場
合
な
ど
に
処
分

で
き
る
も
の
。
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置

に
処
分
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
に

Ｑ　

�

高
齢
者
に
は
無
料
バ
ス
、

高
校
生
に
は
通
学
定
期

券
を
半
額
補
助
す
べ
き

で
は
。

Ａ　

�

高
齢
者
に
は
新
た
な
運

賃
助
成
事
業
を
実
施
し
、

高
校
生
の
通
学
定
期
券

の
補
助
に
つ
い
て
は
今

後
協
議
し
て
い
く
。

地
域
医
療
の
充
実
を

Ｑ　

�

住
民
の
ニ
ー
ズ
は
モ
バ

イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け

で
は
な
く
医
療
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
で
は
。

Ａ　

�

医
療
施
設
を
設
置
す
る

の
は
現
実
的
で
は
な
い
。

持
続
可
能
な
医
療
提
供

体
制
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
く
。

一般 問質
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YouTube▷

藤
ふじもと

本 金
きんじゅ

樹 議員

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り

組
み
は

Ｑ　

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
今
後
は
。

Ａ　

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
を
環
境
施
策
の
柱

と
捉
え
、
他
分
野
と
連

携
し
展
開
す
る
。

全
て
の
子
ど
も
へ

明
る
い
未
来
を

Ｑ　

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
充
策
は
。

Ａ　

�

住
宅
用
お
ひ
さ
ま
パ

ワ
ー
活
用
補
助
金
や
福

祉
避
難
所
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
補

助
金
の
他
、
新
た
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支

援
策
を
研
究
す
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
就
学

の
場
は

Ｑ　

�

学
び
舎や

へ
の
適
応
を
ど

う
捉
え
る
か
。

Ａ　

�

学
校
外
も
含
め
た
不
登

校
児
童
生
徒
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
を
進
め
、
児
童
生

徒
が
自
ら
進
む
道
を
選

択
で
き
る
よ
う
対
策
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ　

�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
役
割
は
。

Ａ　

�

臨
床
心
理
士
の
資
格
を

有
し
、
不
登
校
児
童
生

徒
や
そ
の
保
護
者
お
よ

び
教
職
員
に
対
し
、
心

の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

YouTube▷

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
＊
）
へ

の
支
援
強
化
を

Ｑ　

�

相
談
先
と
、
関
係
機
関

と
の
連
携
は
。

Ａ　

�

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援

機
能
が
重
要
。
全
庁
的

な
支
援
体
制
な
ど
が
必

要
で
あ
り
、
早
急
に
体

制
を
構
築
す
る
。

東
部
地
区
小
学
校
閉
校
後
の

校
舎
の
利
活
用
方
針
は

Ｑ　

�

検
討
委
員
会
の
設
置
は
。

Ａ　

�

必
要
に
応
じ
て
民
間
の

知
見
を
生
か
す
た
め
の

意
見
募
集
を
行
う
他
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
具

体
化
す
る
。
「
北
上
市

イ
ン
フ
ラ
資
産
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
委
員
会
」

で
活
用
の
方
向
性
を
多

面
的
に
確
認
の
上
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

空
き
家
を
管
理
す
る
取
り
組

み
を

Ｑ　

�

空
き
家
管
理
事
業
者
の

登
録
・
紹
介
制
度
は
。

Ａ　

�

所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
ニ
ー
ズ

把
握
と
と
も
に
、
対
応

可
能
な
事
業
者
を
調
査

し
、
必
要
と
す
る
市
民

に
情
報
提
供
で
き
る
よ

う
研
究
す
る
。

YouTube▷

星
ほし

 敦
あ つ こ

子 議員

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達

成
度
と
課
題
は

Ｑ　

�

３
期
目
最
後
の
年
に
あ

た
り
自
身
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
評
価
は
。

Ａ　

�

拠
点
戦
略
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
戦
略
、
ま
ち
育

て
戦
略
に
取
り
組
ん
で

「
ま
ち
育
て
」
は
地

域
育
て
！

き
た
。
課
題
は
、
雇
用

人
材
の
確
保
と
住
宅
の

不
足
と
捉
え
て
い
る
。

Ｑ　

�

「
あ
じ
さ
い
都
市
構

想
」
で
ま
ち
の
形
は
整

い
つ
つ
あ
る
が
、
交
流

セ
ン
タ
ー
化
後
15
年
経

過
し
て
も
地
域
が
花
を

咲
か
せ
ら
れ
な
い
状
況

が
最
大
の
課
題
で
は
。

Ａ　

�

地
域
の
活
動
を
先
導
す

る
人
材
が
必
要
で
あ
り
、

財
政
面
と
と
も
に
支
援

を
検
討
す
る
。

公
共
交
通
の
将
来
像
は

Ｑ　

�

事
業
者
の
路
線
維
持
に

は
思
い
切
っ
た
事
業
展

開
が
必
要
で
は
。

Ａ　

�

市
の
役
割
、
負
担
の
在

り
方
を
協
議
し
て
い
く

と
と
も
に
効
果
の
高
い

事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

地
域
内
交
通
が
破
綻
し

た
場
合
な
ど
へ
の
対
応

策
は
。

Ａ　

�

継
続
の
た
め
に
補
助
や

運
行
計
画
見
直
し
な
ど

支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

YouTube▷

熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 議員

市
内
公
共
交
通
な
ど
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組
み
は

Ｑ　

�

市
内
公
共
交
通
機
関
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
現
状
は
。

Ａ　

�

地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
よ
り
、
ま
ち
な

か
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
に

バ
ス
車
両
接
近
情
報
シ

バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

活
用
賛
成
で
す
!!

ス
テ
ム
「
あ
し
あ
と
ラ
ン

プ
」
を
設
置
し
、
運
行

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

Ｑ　

�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
事
業
の
予
定
は
。

高
齢
者
バ
ス
券
な
ど
へ

の
活
用
は
。

Ａ　

�

路
線
バ
ス
へ
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
導
入
支
援
や
、

お
に
丸
号
な
ど
へ
の
導

入
も
推
進
。
条
件
が
整

え
ば
将
来
的
に
高
齢
者

バ
ス
券
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

助
成
も
考
え
ら
れ
る
。

高
齢
者
や
傷
病
者
な
ど
の
看み

取と

り
へ
の
考
察
は

Ｑ　

�

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
（
＊
）

へ
の
当
市
の
考
え
は
。

Ａ　

�

平
成
28
年
度
か
ら
の

心
づ
も
り
事
業
の
中
で

「
わ
た
し
の
き
ぼ
う
ノ
ー

ト
」
を
作
成
し
て
い
る
。

自
分
ら
し
い
人
生
最
期

の
幕
引
き
の
仕
方
や
、

看
取
り
時
の
医
療
行
為

な
ど
を
書
き
込
ん
で
い

た
だ
き
、
意
思
決
定
の

支
援
に
努
め
て
い
る
。

＊
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
…
終
末
期
を
迎
え
る
前
に
自
身
の
医
療
の
選
択
を
し
て
お

く
事
前
指
示
書
。

＊
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
…
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や
家
族
の
世
話

な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
こ
と
。

全
て
の
子
ど
も
に

学
ぶ
権
利
を
！

一般 問質
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委員

　菊
き く ち

池　勝
まさる

　「格致日新」

委員

　平
ひ ら の

野　明
あきのり

紀

　「粉骨砕身」

委員

　小
こ だ し ま

田島　德
とくゆき

幸

　「地産地消」

委員

　安
あんとく

德　壽
す み こ

美子

　「忘己利他」

委員長

　高
たかはし

橋　晃
あきひろ

大

　「大胆不敵」

副委員長

　星
ほし

　敦
あ つ こ

子

　「諸行無常」

委員

　居
い こ ま

駒　勉
つとむ

　「一意専心」

委員

　藤
ふ じ た

田　民
た み お

生

　「一生懸命」

産業建設
常任委員会

【所管する部など】

・農林部

・商工部

・都市整備部

・農業委員会

　議会を公正円滑に運営するため、会議の日程や議

案の取り扱いなどを協議します。

委員長　藤本　金樹　　　副委員長　三宅　靖

委員　　藤原　常雄　　　委員　　　司東　道雄

委員　　高橋　晃大　　　委員　　　阿部　眞希男

委員　　安德　壽美子　　委員　　　高橋　孝二

議会運営委員会

　市民と議会をつなぐ会の開催などについて協議し

ます。

委員長　平野　明紀　　　副委員長　居駒　勉

委員　　髙橋　久美子　　委員　　　髙橋　洋

委員　　太田　洋市　　　委員　　　菊池　勝

委員　　小原　享子　　　

広聴委員会

　議会だよりの編集や、議会のインターネット配信

に係る取り組みなどを行います。

委員長　熊谷　浩紀　　　副委員長　小原　敏道

委員　　藤田　民生　　　委員　　　昆野　将之

委員　　武田　勝　　　　委員　　　梅木　忍

委員　　星　敦子　　　　委員　　　鈴木　健二郎

広報委員会

　市民に開かれた議会を実現するため、議会改革を

推進します。

委員長　菊池　勝　　　　副委員長　平野　明紀

委員　　髙橋　洋　　　　委員　　　高橋　晃大

委員　　熊谷　浩紀　　　委員　　　小原　享子

委員　　藤本　金樹　　　委員　　　阿部　眞希男

委員　　高橋　孝二　　　委員　　　鈴木　健二郎

議会改革推進会議

　市政課題を調査研究します。議員全員で組織しま

す。

会長　　鈴木　健二郎　　副会長　菊池　勝

幹事　　藤田　民生　　　幹事　　藤原　常雄

幹事　　司東　道雄　　　幹事　　高橋　晃大

幹事　　小田島　德幸　　幹事　　三宅　靖

監事　　居駒　勉　　　　監事　　武田　勝

市政調査会

　コロナ禍でも議会機能を維持するため、北上市議

会業務継続計画（ＢＣＰ）を準用し、同会議を設置

しています。議会の危機管理対応の検討や、議員が

収集したコロナに関する市民ニーズの集約などを行

います。ＢＣＰに定める議会災害対策会議と同様に

議長、副議長、議会運営委員で構成します。

北上市議会新型コロナウイルス
感染症対策会議
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議会の

スタート
新たな体制

　前期２年の任期が満了となった常任委員会と議会運営委員

会について、４月14日に臨時会議を開き後期２年の委員を選

任しました。

　また、その他の体制も新たに委員を選任しました。

※　顔写真

　　氏名

　　好きな「四字熟語」

議長

　八
や え が し

重樫　七
しちろう

郎

　「誠心誠意」

　北上市議会には常任委員会が３つあり、議員はいずれかの委員会に所属する

ことになっています。（議長は中立公平性を保つため委員会に所属しません）

　常任委員会では

　○本会議で付託された議案、請願、陳情などを詳しく審査します。

　○各種団体と意見交換を行います。

　○市政の課題について審査・研究し、政策提言を行います。

常任委員会

委員

　司
し と う

東　道
み ち お

雄

　「有言実行」

委員

　熊
くまがい

谷　浩
こ う き

紀

　「勇猛精進」

委員

　三
み や け

宅　靖
やすし

　「一生懸命」

委員

　小
お ば ら

原　敏
としみち

道

　「一蓮托生」

委員

　高
たかはし

橋　孝
こ う じ

二

　「一所懸命」

委員長

　阿
あ べ

部　眞
ま き お

希男

　「虚心坦懐」

副委員長

　鈴
す ず き

木　健
けんじろう

二郎

　「七転八起」

委員

　太
お お た

田　洋
よういち

市

　「漱石枕流」

委員

　藤
ふじわら

原　常
つ ね お

雄

　「温故知新」

総　務
常任委員会

【所管する部など】

・企画部　

・財務部

・まちづくり部

・選挙管理委員会など

委員

　昆
こ ん の

野　将
まさゆき

之

　「一期一会」

委員

　佐
さ と う

藤　惠
け い こ

子

　「一生懸命」

委員

　藤
ふじもと

本　金
きんじゅ

樹

　「一長一短」

委員

　梅
う め き

木　忍
しのぶ

　「抱腹絶倒」

委員長

　小
お ば ら

原　享
きょうこ

子

　「桜梅桃李」

副委員長

　武
た け だ

田　勝
まさる

　「実践躬行」

委員

　髙
たかはし

橋　久
く み こ

美子

　「忘己利他」

委員

　髙
たかはし

橋　洋
ひろし

　「鶏口牛後」

教育民生
常任委員会

【所管する部など】

・生活環境部

・福祉部

・健康こども部

・教育委員会

第２７５回

４月
臨時会議
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議会の動き（1月～3月）
議会モニター募集中

　議会の活動に対しご意見をいただける議会モニター

を募集しています。

　皆さんのご応募をお待ちしています。

【活動内容】

　①�次のうち１つ以上のことに取り組み、意見や感想

を提出していただきます。

　　・本会議の傍聴

　　・委員会の傍聴

　　・議会ホームページの閲覧

　　・ケーブルテレビでの議会中継の視聴

　　・YouTubeで録画配信の視聴

　　・議会だよりの閲読

　　・市民と議会をつなぐ会への参加

　　※�報酬はありません。議会モニター活動時のけが

などは補償保険の対象になります。（ただし、

自宅と議場の往復時の交通事故などは除きま

す）

　②�議員との意見交換を行うモニター会議（年２回程

度開催）へ参加していただきます。

【任期】

　委嘱の日から翌年５月末までのおおむね１年間

【応募資格】

　市内在住の満18歳以上で議会に関心がある人

【お申込み】

　５月20日（金）までに電話やメールなどで議会事務

局へご連絡ください。

　電話：0197-72-8233

　ファックス：0197-64-2123

　メール：gikai@city.kitakami.iwate.jp

令和４年度

〒
024-8501　

岩
手
県
北
上
市
芳
町
１
番
１
号
　
　
　
　
  　

　
☎
 
0197-72-8233（

直
通
）　

FAX
 0197-64-2123　

E
-
mail:gikai@city.kitakami.iwate.jp　

 議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kitakamishigikai

発
行
／
岩
手
県
北
上
市
議
会
　
 
編
集
／
広
報
委
員
会

No.

125

日 月 火 水 木 金 土

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

一　般　質　問

６月通常会議の日程

－議会を傍聴しませんか－

　いずれも午前10時からの開催予定です。どなたでも

自由に傍聴できます。

※�委員会を傍聴する際は、議会事務局で受付をお願い

します。

常任委員会

開会日

最終日

１月５日　広報委員会

　　７日　教育民生常任委員会

　　11日　広聴委員会

　　12日　広報委員会、

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議

　　13日　総務常任委員会

　　14日　議会運営委員会

　　19日　第272回１月臨時会議（→p.６）、

　　　　　議会全員協議会

　　20日　教育民生常任委員会、産業建設常任委員会

　　21日　議会改革推進会議、

          新型コロナウイルス感染症対策会議

　　22日～24日　広聴委員会（街頭アンケート）

　　25日　各派代表者会、

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議

　　26日　教育民生常任委員会

　　27日　議会運営委員会

　　28日　市政調査会

　　31日　総務常任委員会

２月３日　各派代表者会、教育民生常任委員会

　  ８日　総務常任委員会

　  ９日　産業建設常任委員会

　　14日　議会運営委員会、議会改革推進会議

　　15日　各派代表者会

　　16日　広聴委員会

　　17日　第273回２月臨時会議（→p.６）、

　　　　　議会全員協議会

　　18日　教育民生常任委員会

　　21日　産業建設常任委員会

　　22日　各派代表者会

　　25日　各派代表者会、教育民生常任委員会

　　28日　議会運営委員会、広報委員会、広聴委員会

３月１日　予算概要説明会、

　　　　　各派代表者会、議会運営委員会

　  ２日　議会改革推進会議

　  ３日～25日　第274回３月通常会議（→p.２）

　　　　　　　　≪本会議の傍聴者数は33人でした≫

　  ３日　予算特別委員会

　　４日　教育民生常任委員会

　  ７日～10日　予算特別委員会分科会　

　　９日～11日　教育民生常任委員会

　　10日　総務常任委員会、産業建設常任委員会

　　15日　各派代表者会

　　18日　予算特別委員会、議会全員協議会　

　　22日　産業建設常任委員会

　　23日　議会運営委員会、総務常任委員会、

　　　　　教育民生常任委員会

　　24日　広聴委員会

　　25日　議会全員協議会

　　28日　議会運営委員会

　　30日　議会改革推進会議、広報委員会

一般質問
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